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光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
声
点
に
つ
い
て

－
軽
声
声
点
は
意
図
的
に
差
声
さ
れ
た
も
の
か
ー

五
二

榎
　
　
木
　
　
久
　
　
薫

目
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
資
料
解
説

三
、
本
資
料
に
お
け
る
軽
声
声
点
の
存
在

四
、
軽
声
出
現
の
音
声
的
条
件

五
、
本
資
料
に
お
け
る
軽
声
出
現
の
状
況

六
、
ま
と
め

一
、
は
　
じ
　
め
　
に

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
は
明
恵
上
人
の
撰
に
係
る
資
料
で
あ
る
。
現
在
は
巻
上
と
別
記
が
大
東
急
記
念
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
別
記
末

尾
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
識
語
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
別
記
巻
末
の
次
の
よ
う
な
記
述
、
及
び
後
に
示
す
「
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
」

（
仮
名
行
状
）
　
の
記
述
に
よ
っ
て
、
そ
の
著
述
意
図
も
知
ら
れ
る
。

別
記
識
語
　
安
貞
二
年
極
月
廿
六
日
午
時

於
高
山
寺
繹
堂
院
草
奄
記
之
了

別
記
巻
末
の
記
述
　
六
四
五
行

コ
ノ
記
三
巻
ノ

ナ
カ
ニ
ハ
・
タ
、
在
家
ノ
信
ヲ
ス
、

ム
ル
ア
ヒ
タ
・
傾
字
ニ
テ
・
土
沙
ノ
功
能



ヲ
・
ア
ラ
パ
ス
・
ハ
カ
リ
ナ
リ

そ
の
表
記
は
、
字
音
語
は
一
例
を
除
い
て
す
べ
て
漢
字
表
記
さ
れ
、
一
方
和
語
は
高
わ
ゆ
る
訓
漢
字
の
う
ち
で
も
も
っ
と
も
基
本
的
な
も

の
以
外
は
片
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
漢
字
交
り
片
仮
名
文
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
字
音
語
で
片
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

次
の
例
で
あ
る
。

上
巻
　
三
〇
二
行
　
大
日
・
繹
迦
・
弥
勒
・
観
音
等
ノ
像
・
又
両
部
ノ
珂
列
ラ
ー
ナ
リ
・

二
、
資
料
解
説

本
資
料
の
解
説
に
は
、
従
来
次
の
三
つ
が
あ
る
。

1
、
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
　
俳
書
之
部
　
川
瀬
一
馬
　
昭
和
三
一
年
十
一
月

2
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
光
明
眞
言
土
沙
勧
信
記
総
索
引
本
文
篇
　
序
　
三
保
忠
夫
　
昭
和
五
十
年
十
月

3
、
明
恵
上
人
手
訂
定
稿
本
（
重
文
）
光
明
眞
言
土
沙
勧
信
記
　
附
、
同
如
来
遺
跡
講
式
　
覆
製
解
説
　
川
瀬
一
馬
　
昭
和
六
十
年
七
月

巻
の
構
成
に
つ
い
て
、
川
瀬
氏
は
3
、
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
（
光
明
畢
言
加
持
土
沙
別
記
と
い
う
名
称
）
は
前
巻
が
本
文
完
成
の
後
、
程
経
て
「
上
巻
」
と
名
称
を
附
加
し
て
ゐ
る
点
か
ら
推
し
て
、

こ
の
別
記
が
述
作
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
下
巻
分
に
宛
て
て
、
上
下
二
巻
と
し
、
関
聯
は
あ
つ
て
も
、
も
と
も
と
は
別
々
に
著
作
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
別
記
の
称
呼
を
も
そ
の
儀
残
し
て
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
但
し
、
本
別
記
の
末
に
「
コ
ノ
記
三
巻
ノ
ナ
カ
ニ
ハ
」
な
ど
と

言
っ
て
ゐ
る
点
か
ら
推
す
と
、
そ
れ
は
勒
信
記
二
巻
と
別
記
一
巻
を
意
味
す
る
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
或
は
ま
た
、
「
土
沙
義
」
を
一

巻
と
し
、
こ
れ
に
土
沙
勘
信
記
一
巻
（
上
巻
）
、
別
記
（
下
巻
）
を
併
せ
て
三
巻
と
し
て
ゐ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
暫
く
疑
い
を
存
し
て
お
く
。

一
方
、
三
保
氏
は
2
、
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

光
明
畢
言
土
沙
勧
信
記
は
、
明
恵
上
人
高
弁
の
撰
に
係
る
。
巻
上
・
巻
下
、
別
記
の
都
合
三
巻
よ
り
成
り
、
前
二
者
は
安
貞
二
年
（
一
二

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
声
点
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
八
）
十
一
月
九
日
、
後
者
は
同
年
極
月
二
十
六
日
に
撰
述
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
は
本
来
、
上
巻
・
下
巻
、
別
記
の
三
巻
で
あ
っ
た
、
土
沙
義
を
一
巻
と
し
土
沙
勒
信
記
一
巻
（
上
巻
）
、

（1）

別
記
（
下
巻
）
を
併
せ
て
三
巻
と
し
て
い
た
、
の
両
説
が
あ
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
「
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
」
　
（
仮
名
行
状
）
　
の
次
の
よ

う
な
記
述
に
よ
る
な
ら
ば
、
本
来
、
上
巻
・
下
巻
、
別
記
の
三
巻
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
嘉
緑
三
年
丁
亥
五
月
十
六
日
、
光
明
些
一
一
日
ノ
土
沙
義
ヲ
撰
ス
、
其
後
安
貞
二
年
九
月
ノ
比
ヨ
リ
光
明
眞
言
ノ
法
二
ヨ
テ
土
沙
加
持
ア
リ
、
カ

ノ
土
沙
ノ
間
ノ
功
能
井
得
益
勝
利
ノ
委
細
ハ
、
同
勧
信
記
上
下
二
巻
井
別
記
一
巻
ヲ
作
テ
コ
レ
ヲ
注
サ
レ
タ
リ
、
（
下
巻
三
八
丁
オ
モ
テ
）

次
に
、
本
文
の
書
写
事
情
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
氏
が
1
、
に

上
下
巻
と
も
に
間
々
墨
消
訂
正
加
筆
が
あ
り
、
そ
の
分
の
み
明
恵
上
人
の
筆
で
あ
る
が
、
本
巻
は
一
旦
門
弟
に
清
書
せ
し
め
さ
ら
に
こ

れ
に
自
ら
手
を
加
へ
た
定
稿
本
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

と
、
述
べ
て
お
ら
れ
、
ま
た
3
、
に
は
更
に
詳
し
く
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

本
文
は
近
侍
の
門
弟
某
（
恐
ら
く
は
仁
眞
）
の
筆
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
師
明
恵
の
筆
に
な
る
稿
本
を
忠
実
に
手
写
し
よ
う

と
つ
と
め
て
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
本
書
の
書
写
相
か
ら
も
よ
く
看
取
せ
ら
れ
る
。
本
文
の
筆
者
自
身
が
書
き
誤
り
な
ど
を
、

或
は
料
紙
を
削
っ
て
書
き
改
め
、
或
は
「
O
」
印
を
施
し
て
脱
字
を
書
き
加
へ
な
ど
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
師
の
明
恵
が
、
出
来
上

っ
た
後
の
清
書
本
を
丹
念
に
校
閲
し
て
訂
正
加
筆
し
、
こ
れ
を
「
定
稿
本
」
　
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
本
文
に
対
す
る
明
恵
の
訂
正
は
殆
ど
墨
消
し
で
あ
る
こ
と
、
但
し
、
上
巻
第
十
七
紙
の
十
一
行
分
、
及
び
第
二
十
紙
首
六
行
分
が
明

恵
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

次
に
、
三
保
氏
は
2
、
に
お
い
て
、
川
瀬
氏
が
本
資
料
を
上
人
手
訂
稿
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
別
記
巻
末
の
識
語
の
次
の
よ
う
な
訂

正
の
仕
方
か
ら
推
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

米

　

米

米

安
貞
二
年
極
月
廿
六
且
夜
午
時
一
「
六
」
字
ノ
下
ニ
「
四
」
字
ガ
ア
ル
、
重
ネ
書
シ
テ
「
六
」
字
ト
ス
ル



於
高
山
寺
樺
堂
院
草
奄
記
之
了

眞
言
行
人
高
弁

「
夜
」
字
ヲ
塗
消
ス
ル

「
午
」
字
ノ
下
こ
　
「
子
」
字
ガ
ア
ル
ラ
シ
ィ
、
重
ネ
書
シ
テ
「
午
」
字
ト
ス
ル

次
に
、
本
資
料
に
は
朱
及
び
墨
に
よ
る
片
仮
名
付
訓
・
声
点
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
氏
は
3
、
に
お
い
て
、

漢
字
に
は
朱
筆
で
片
仮
名
附
訓
を
施
し
、
朱
の
声
点
を
も
加
へ
て
あ
る
。
そ
れ
等
は
師
の
原
本
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
一
方
、
三
保
氏
は
、
2
、
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

朱
筆
に
は
、
少
な
く
と
も
太
筆
と
細
筆
と
の
二
様
が
あ
る
。
黒
筆
に
も
、
少
な
く
と
も
、
濃
墨
（
第
一
種
墨
訓
）
と
薄
墨
（
第
二
種
墨
訓
）

と
の
二
様
が
あ
る
。
執
れ
も
安
貞
二
年
、
又
は
そ
れ
に
近
い
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
濃
墨
は
、
上
人
が
本
文
及
び
朱
筆
を
訂
正
し
加
筆
し

た
折
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
定
か
で
な
い
。
薄
墨
は
、
本
文
所
引
の
漢
文
に
封
す
る
訓
点
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、
墨
筆
に
つ
い
て
3
、
で
は
、

明
恵
が
自
筆
で
本
文
に
附
訓
を
墨
で
加
筆
し
て
ゐ
る
箇
所
が
数
箇
所
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
薄
墨
で
、
且
つ
文
字
の
書
き
様
も
潤
達
な
の

で
、
そ
の
字
様
と
共
に
弁
別
し
や
す
い
と
思
は
れ
る
か
ら
、
一
々
指
摘
し
な
い
で
も
よ
い
と
考
へ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

川
瀬
氏
は
3
、
で
は
、
墨
筆
に
l
藤
が
あ
る
こ
と
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
濃
墨
筆
と
薄
墨
筆
と
で
は
墨
色
以
外
に
も
書
体

の
相
違
も
あ
る
。
ま
た
、
本
文
の
中
で
明
恵
自
身
の
筆
と
考
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
と
比
佼
し
て
み
る
と
、
書
体
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

一
方
、
朱
筆
に
よ
る
片
仮
名
付
訓
は
、
太
筆
は
概
し
て
朱
が
薄
く
、
細
筆
は
朱
が
濃
い
。
し
か
し
、
書
体
に
明
瞭
な
差
異
は
見
出
さ
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
朱
筆
は
、
紙
面
を
擦
り
消
し
た
り
或
は
直
接
そ
の
上
か
ら
、
朱
筆
に
よ
る
訂
正
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
墨
筆
に
よ
っ
て
も
同

様
の
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
朱
筆
は
墨
筆
よ
り
も
先
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
の
推
定
が
成
り
立
つ
。
以
上
の
本
文
、
本

文
明
恵
自
筆
箇
所
、
朱
筆
・
墨
筆
付
訓
の
仮
名
字
体
は
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
初
期
の
字
体
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
声
点
に
つ
い
て
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六

次
に
、
声
点
に
つ
い
て
見
る
と
、
朱
声
点
が
朱
付
訓
の
太
筆
・
細
筆
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
は
明
瞭
で
な
い
。
し
か
し
、
朱
付

訓
の
太
筆
・
細
筆
と
、
筆
の
太
さ
・
朱
色
と
も
に
明
ら
か
に
別
の
も
の
と
は
み
な
し
難
い
よ
う
で
あ
る
。
朱
声
点
に
は
、
星
点
と
圏
点
と
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
同
筆
な
の
か
別
筆
な
の
か
は
判
断
し
難
い
。
こ
れ
ら
朱
声
点
に
は
、
朱
付
訓
の
よ
う
な
墨
筆
に
よ
る
訂
正
は
見
ら
れ
な

い
。
但
し
、
擦
り
消
し
た
上
で
朱
筆
に
よ
る
訂
正
は
間
々
見
ら
れ
る
。
一
方
、
墨
声
点
は
、
圏
点
と
し
て
次
の
例
、
一
語
、
二
例
の
み
見
ら

れ
る
。

上
巻
　
六
三
七
行
　
　
幽
　
鍵

こ
の
墨
声
点
が
墨
付
訓
と
同
筆
な
の
か
ビ
デ
か
も
判
断
し
難
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
声
点
は
朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
片
仮
名
付
訓
が
加
え
ら

れ
た
の
と
同
時
期
に
、
同
一
人
物
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
資
料
は
鎌
倉
初
期
、
明
恵
を
中
心
と
し
た
高
山
寺
教
学
の
下
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
明
恵
を
中

心
と
し
た
言
語
圏
の
言
語
特
徴
を
反
映
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
本
資
料
に
お
け
る
軽
声
声
点
の
存
在

さ
て
、
本
稿
は
、
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
字
音
に
関
す
る
考
察
の
内
、
声
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
に
は
、
前

述
し
た
通
り
、
漢
字
に
対
し
て
主
に
字
音
の
仮
名
付
訓
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
声
点
も
差
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
声
点
は
、

朱
星
点
が
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
、
朱
圏
点
が
僅
か
に
あ
り
、
墨
圏
点
が
一
語
二
例
の
み
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
声
点
に
つ
い

て
見
る
と
、
通
常
の
平
声
、
入
声
の
位
置
よ
り
も
高
い
位
置
に
差
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
声
点
が
平
声
、
入
声
の
軽
声
を
表

わ
す
も
の
と
し
て
差
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

さ
て
、
本
資
料
の
声
点
が
軽
声
を
重
と
区
別
し
て
差
声
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

上
巻
　
七
八
行
　
勅
　
使
一
「
勅
」
字
ノ
入
声
重
ノ
位
置
ノ
朱
圏
点
ヲ
擦
り
消
シ
テ
入
声
軽
ノ
位
置
二
差
声
ス
ル



一
「
使
」
字
ノ
上
声
ノ
位
置
ノ
朱
圏
点
ヲ
擦
り
消
シ
テ
平
声
ノ
位
置
二
差
声
ス
ル

右
に
示
し
た
よ
う
に
勅
の
字
の
入
声
重
の
位
置
に
差
さ
れ
た
朱
圏
点
を
擦
り
消
し
て
、
よ
り
高
い
位
置
に
差
し
替
え
た
と
い
う
例
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
侯
は
上
声
の
位
置
に
差
声
さ
れ
た
朱
圏
点
を
擦
り
消
し
て
、
平
声
の
位
置
に
朱
圏
点
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
朱
圏
点
の

も
の
で
あ
っ
て
、
本
資
料
に
お
い
て
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
る
朱
星
点
に
は
こ
の
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
例
は
、
本
資
料

の
声
点
が
、
軽
声
を
重
と
区
別
し
て
差
声
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
本
資
料
の
声
点
の
平
声
、
入
声
の
位
置
に
差
声
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
重
の
位
置
よ
り
も
高
い
位
置
に
差
声
さ
れ
た
も
の
を
、

重
と
は
別
の
声
点
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
と
し
た
。
重
と
の
区
別
は
微
妙
な
も
の
も
あ
る
が
、
明
ら
か
に
重
と
認
定
さ
れ
な
い
も
の
は
別
の

声
点
と
し
て
区
別
し
た
。
そ
れ
ら
を
差
声
位
置
ご
と
に
整
理
し
た
も
の
が
、
表
1
で
あ
る
。
用
例
で
は
声
点
は
数
字
に
よ
っ
て
示
し
た
。
差

声
位
置
と
数
字
と
の
対
応
、
お
よ
び
用
例
潮
字
の
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

用
例
潮
字
の
凡
例

1
、
A
は
上
巻
、
B
は
別
記
。
下
の
数
字
は
行
数
を
示
す
。

2
、
数
字
は
声
点
を
示
す
。

［
］

か
っ
こ
な
し
は
朱
筆
、
［
　
］
　
は
薄
墨
筆
。
‥
は
、
声
点
が
濁
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

3
、
片
仮
名
は
仮
名
付
訓

（
　
）
　
は
朱
筆
、
（
　
｝
は
渡
墨
筆
、
［
　
］
　
は
薄
墨
筆
を
示
す
。

光
明
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勧
信
記
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声
点
に
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四
、
軽
声
出
現
の
音
声
的
条
件

（2）

さ
て
、
呉
音
、
漢
音
に
お
け
る
平
声
、
入
声
の
軽
声
に
つ
い
て
は
、
沼
本
克
明
氏
に
ご
考
察
が
あ
る
。
そ
の
ご
考
察
の
内
、
本
稿
に
関
連

の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
漢
音
六
声
体
系
に
お
け
る
平
声
軽
・
入
声
軽
の
、
切
韻
系

韻
書
（
広
韻
・
韻
鏡
）
　
の
声
調
と
の
対
応
関
係

・
呉
音
（
法
華
経
音
読
）
　
に
お
け
る
入
声
軽
出
現
の
音
声
的
条
件

全 次 次 全
清 清 濁 濁

平 軽 重

上

去

入 軽 重

ま
ず
漢
音
に
つ
い
て
は
、
漢
音
の
六
声
体
系
に
お
い
て
は
、
切
韻
系
韻
書
に
お
け
る
平
声
全
清
、
次
清
が
平
声
軽
と
、
平
声
次
濁
、
全
濁

が
平
声
重
と
対
応
し
、
ま
た
切
韻
系
韻
書
に
お
け
る
入
声
全
清
、
次
清
、
次
濁
が
入
声
軽
と
、
入
声
全
濁
が
入
声
重
と
対
応
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
次
に
、
呉
音
（
法
華
経
音
読
）
の
入
声
軽
に
つ
い
て
は
、
入
声
軽
は
単
字
声
調
と
し
て
は
存
在
せ
ず
、
連
読
上
の
声
調
変
化
の
結
果
と

し
て
出
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
条
件
は
、
入
声
重
が
上
声
字
、
ま
た
は
去
声
字
に
下
接
す
る
場
合
、
も
し
く
は
、
上
声
字
に
上
接
す
る

場
合
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
呉
音
平
声
軽
に
つ
い
て
は
、
法
華
繹
音
読
と
し
て
は
「
一
切
」
し
か
見
出
せ
ず
、
な
ぜ
こ
の
語
に
限

っ
て
こ
う
い
う
型
で
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
の
説
明
は
今
の
所
不
可
能
で
あ
る
。
或
は
強
調
意
識
が
声
調
に
反
映
せ
し
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
さ
れ
て
い
る
。
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五
、
本
資
料
に
お
け
る
軽
声
出
現
の
状
況

さ
て
そ
こ
で
、
ま
ず
、
本
資
料
に
お
い
て
、
平
声
、
平
声
軽
、
入
声
、
入
声
軽
の
位
置
に
差
声
さ
れ
た
漢
字
す
べ
て
に
つ
い
て
、
切
韻
系

韻
書
（
広
韻
、
韻
鏡
）
　
の
声
調
体
系
と
比
較
し
て
み
た
。
表
2
が
そ
れ
で
あ
る
。

畠 の ひ ー
潮塘睾

ゝ
．

＞滞 倒庫 梱 内灘

鉢 の
諭

東
ー

キ魂

ー ∽
魂

ー ∽
魂蔀

心
ー
ゆ

蒔

ト
↓

斉蔀

ー
ー
∽

魂

↓
葡萄

N
合 魂

料
∽

発端

∽
N
－

議

ー
∽

魂薗

の ー ー
諒

＞
∽ ∽

洋魂

N 可
蔀

∽ の
蒔議

広
韻本

資
料

平

清 次
清

濁 清
濁

平1

2 4 2

平

軽
5

3 4 1

こ
の
う
ち
、
切
韻
系
韻
書
に
お
い
て
、
平
声
で
あ
っ
て
本
資
料
に
お
い
て
も
平
声
、
お
よ
び
平
声
軽
の
位
置
に
差
声
さ
れ
て
い
る
漢
字
に
つ

い
て
み
る
と
、
沼
本
氏
が
漢
音
の
六
声
体
系
の
平
声
重
、
平
声
軽
と
、
切
韻
系
韻
書
に
お
け
る
声
調
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
た

も
の
と
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
㌣
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
内
に
は
、
呉
音
で
あ
っ
て
平
声
が
差
声
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
当
該
字
に
付
訓
さ
れ
た
仮
名
音
形
、
及
び
前
後
の
字
の
仮
名
音
形
と
声
点
に
よ
っ
て
漠
音
読
語
と
推
定
で
き
る
も
の
の

み
に
つ
い
て
見
る
と
、
表
3
の
通
り
、
用
例
数
は
少
な
く
な
る
が
、
沼
本
氏
が
整
理
さ
れ
た
も
の
と
同
様
の
パ
タ
ー
ン
を
な
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。
な
お
、
平
声
・
平
声
軽
の
位
置
に
差
声
さ
れ
た
漢
字
で
、
切
韻
系
韻
書
で
も
平
声
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
漠
音
読
語
と
推
定
さ
れ



る
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

平
声

巴
　
A
宍
↓

∽
∞
　
B
N
コ

謡
　
A
－
∞
∽

宗
　
A
－
巴

害
　
B
u
畠

田
　
B
の
N
可

ロ
N
 
B
思
∽

ロ
u
 
B
①
N
可

平
声
軽
　
－
命
　
A
票
の

忘
∞
　
A
0
－
－

－
－
の
　
B
N
U
∽

－
∽
〇
　
A
－
∽
－

－
S
 
A
宍
道

－
∽
①
　
A
－
∞
∽

－
票
　
A
の
3

－
票
　
B
N
ロ

鍵
　
（
平
濁
）

終
　
（
平
清
）

先
　
（
平
清
）

前
　
（
平
濁
）

途
（
平
濁
）

途
　
（
平
濁
）

冥
　
（
平
清
濁
）

冥
　
（
平
清
濁
）

恩
　
（
平
清
）

丘
　
（
平
次
清
）

丘
　
（
平
次
清
）

丘
　
（
平
次
清
）

親
　
（
平
次
清
）

年
　
（
平
清
濁
）

幽
　
（
平
清
）

焉
　
（
平
清
）

幽
［
イ
ウ
］

終
　
（
シ
ウ
）

先
（
セ
ン
）

眼
　
（
カ
ン
）

冥
　
（
メ
イ
）

冥
　
（
メ
イ
）

［
5
］
鍵
（
ケ
ン
）
　
［
1
］

1
－
焉
　
（
エ
ン
）
　
5

1
年
　
（
ネ
ン
）
　
5

2

‥

前

（

セ

ン

）

　

1

‥

1
1
途
　
（
ト
）
　
1
‥

1
－
途
　
（
ト
）
　
1
‥

冥
　
（
メ
イ
）
　
1
－
途
　
（
ト
）
　
1
‥

冥
　
（
メ
イ
）
　
1
－
途
　
（
ト
）
　
1
‥

厚
　
（
コ
ウ
）
　
1
恩
　
（
ヲ
ン
）
　
5

青
（
シ
ャ
ウ
）
2
丘
（
キ
ウ
）
5
大
師
（
シ
）

青
丘
5

青
2
丘
5
大
師

親
　
（
シ
ン
）
　
5
疏
　
（
ソ
）
　
2

先
（
セ
ン
）
　
1
年
　
（
ネ
ン
）
　
5

幽
［
イ
ウ
］
　
［
5
］
鍵
（
ケ
ン
）
　
［
1
］

終
（
シ
ウ
）
　
1
－
鳶
（
エ
ン
）
　
5

次
に
、
切
韻
系
韻
書
に
お
い
て
入
声
で
あ
っ
て
、
本
資
料
に
お
い
て
も
入
声
、

お
よ
び
入
声
軽
の
位
置
に
差
声
さ
れ
て
い
る
漢
字
に
つ
い

て
表
2
を
み
る
と
、
沼
本
氏
の
整
理
さ
れ
た
も
の
と
ま
っ
た
く
合
わ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
平
声
の
場
合
と
同
様
に
、
漠
音
読
語
、

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
声
点
に
つ
い
て
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二

及
び
呉
音
読
語
と
推
定
で
き
る
も
の
の
み
に
つ
い
て
見
る
と
、
漠
音
読
語
と
推
定
で
き
る
も
の
は
、
次
に
示
し
た
二
例
し
か
な
い
こ
と
が
分

か
る
。入

声
　
　
－
謡
　
B
U
監
　
物
　
（
入
清
濁
）
　
美
　
（
ヒ
）
　
2
‥
物
　
（
フ
ツ
）
　
4
‥

入
声
軽
　
－
票
　
A
宗
∽
　
述
（
入
濁
）
　
述
　
（
シ
ユ
ツ
）
　
6
懐
（
ク
ワ
イ
）
　
1

表
2
で
こ
の
位
置
に
分
類
さ
れ
る
字
の
殆
ど
は
呉
音
読
語
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
入
声
・
入
声
軽
の
位
置
に
差
声
さ
れ
た
漢

字
で
切
韻
系
韻
書
で
も
入
声
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
呉
音
読
語
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

入
声
　
　
－
票
　
A
－
謡
　
渇

－
票
　
A
O
u
N
　
索

－
3
　
A
U
詔
　
悉

－
ロ
　
A
u
u
　
出

－
畏
　
A
N
－
の
　
説

－
謡
　
A
g
u
　
得

ー
宗
　
A
－
ロ

ー
コ
　
A
U
－
コ

｝

遥

　

A

0

－

0

－

∞

－

A

0

0

〕

－
∞
N
 
A
G
u

g
u
 
A
－
念

入
声
軽
　
－
思
　
A
O
ひ
い

持物法密力固逆

飢
（
ケ
）
　
2
渇
（
カ
ツ
｝
4

不
（
フ
）
　
2
空
　
（
ク
ウ
）
　
2
謂
（
ク
ヱ
ン
）
　
1
索
（
シ
ヤ
ク
）
　
4
‥
脛

悉
　
（
シ
チ
）
　
4
地
　
（
チ
）
　
1
‥

出
　
（
シ
エ
ツ
）
　
4
離
　
（
リ
）
　
2
得
脱
　
（
タ
ツ
）
　
4
‥

展
　
（
チ
ン
）
　
1
時
　
（
テ
ン
）
　
1
‥
同
　
（
ト
ウ
）
　
3
‥
説
　
（
セ
ツ
）
　
4

日
（
シ
）
　
1
‥
業
（
コ
ウ
）
自
（
シ
）
　
1
‥
得
（
ト
ク
）
　
4

奇
　
（
キ
）
　
2
特
．
（
ト
ク
）
　
4
‥

相
（
サ
ウ
）
　
3
應
　
（
ヲ
ウ
）
　
2
物
（
モ
ツ
）
　
4

法
（
ホ
ツ
）
　
4
界
（
カ
イ
）
　
5
鉢
性
1
智

大
秘
　
（
ヒ
）
　
5
密
　
（
ミ
ツ
）
　
4
法

深
　
（
シ
ム
）
　
3
‥
信
（
シ
ン
）
　
1
解
（
ケ
）
　
1
‥
力
（
リ
キ
）
　
4

諸
併
　
呑
　
（
ク
ヱ
ン
）
　
1
層
　
（
ソ
ク
）
　
4
‥

十
悪
　
（
ア
ク
）
　
五
逆
　
（
キ
ヤ
ク
）
　
6
‥
等



ー
監
　
A
畏
N
　
賊

－
害
　
A
－
ひ
び
　
カ

ー
S
 
A
－
お
　
刺

－
害
　
A
O
∽
∞
　
賓

ー
豊
　
A
－
記
　
章

芯
A
 
A
N
日
　
章

崇
∽
　
A
①
畠
　
欒

－
宗
　
A
－
怠
　
績

－
害
　
A
O
a
　
薬

－
器
　
A
－
彗
　
覚

－
器
　
A
a
臓
　
澤

群
　
（
ク
ン
）
　
3
‥
賊
　
（
ソ
ク
）
　
6

行
（
キ
ヤ
ウ
）
　
願
（
ク
ワ
ン
）
力
（
リ
キ
）
　
6

毛
　
（
モ
ウ
）
　
3
端
（
タ
ン
）
　
2
剰
（
セ
ツ
）
　
6
海
（
カ
イ
）
　
2

一
切
如
来
眞
（
シ
ン
）
　
3
賓
（
シ
ツ
）
　
6
‥
本
（
ホ
ン
）
　
5
願
（
ク
ワ
ン
）
　
1
‥
大
濯
（
ク
ワ
ン
）
　
3
頂

（
チ
ヤ
ウ
）
　
2
‥
光
眞
言
加
持
土
沙

賓
（
シ
チ
）
　
6
‥
相
（
サ
ウ
）
　
1

億
（
ケ
）
．
1
貿
（
シ
チ
）
6
＝

遊
（
ユ
）
　
2
心
安
（
ア
ン
）
　
3
欒
（
ラ
ク
）
　
6
道
（
タ
ウ
）
　
1
‥

相
（
サ
ウ
）
　
3
繚
（
ソ
ク
）
　
6
‥

方
（
ホ
ウ
）
　
3
薬
（
ヤ
ク
）
　
6

十
地
　
（
チ
）
　
等
　
（
ト
ウ
）
　
5
覚
　
（
カ
タ
）
　
6
‥

翻
　
（
ホ
ン
）
　
3
詳
　
（
ヤ
ク
）
　
6

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
漢
字
に
つ
い
て
、

（
表
4
）

入
声

そ
の
上
接
字
、
下
接
字
の
声
調
を
見
る
と
、
表
4
の
よ
う
に
な
る
。

入
声
軽

計
下
接
字

上
接
字

5 1 4 平

1 1
平
軽

4 1 3 上

1 1 去

1 1 入
軽

21 3 9 計

計
下
接
字

上
接
字

4 1 3 平

1 1 上

7 7 去

入

21 1 11 計

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
声
点
に
つ
い
て
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ま
ず
、
本
資
料
に
お
い
て
入
声
軽
の
位
置
に
差
声
さ
れ
て
い
る
字
に
つ
い
て
、
そ
の
上
接
字
、
下
接
字
を
見
る
と
、
平
声
字
が
上
接
、
下

接
し
た
例
が
あ
り
、
上
声
字
は
上
接
し
た
例
が
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
・
去
声
字
が
上
接
し
た
例
が
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

沼
本
氏
が
呉
音
入
声
字
に
お
い
て
軽
声
が
出
現
す
る
条
件
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
た
も
の
七
合
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
入
声
の
位
置
に
差
声

さ
れ
て
い
る
字
に
つ
い
て
見
る
と
、
上
声
字
が
上
接
、
下
接
し
た
字
が
み
ら
れ
る
が
、
平
声
字
が
上
接
、
下
接
し
た
例
が
も
っ
と
も
多
く
、

逆
に
去
声
字
は
上
接
し
た
例
が
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
入
声
軽
字
の
上
接
、
下
接
字
の
声
調
と
は
明
ら
か
に
パ
タ
ー
ン
が
異
な

っ
て
い
る
。

最
後
に
、
呉
音
平
声
軽
で
あ
る
が
、
こ
の
声
調
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
沼
本
氏
も
、
法
華
経
音
読
と
し
て
は
、
「
一
切
」
以
外

用
例
を
見
ず
、
ど
の
よ
う
な
音
声
的
条
件
の
下
で
平
声
重
が
軽
に
移
調
す
る
の
か
詳
か
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
、
「
一
切
」
の

例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
外
に
呉
音
読
語
で
あ
っ
て
平
声
軽
の
位
置
に
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
語
に

つ
い
て
入
声
軽
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
上
接
字
・
下
接
字
に
つ
い
て
そ
の
声
調
を
整
理
し
て
み
た
も
の
が
表
5
で
あ
る
。

計
下
接
字

上
接
字

94 52 飢 平

5 1 4
平
軽

9 2 7 上

43 41 02 去

5 4 1 入

3 1 2
入
軽

50 74 85 計

計
下
接

字

上
接

字

5 4 1 平

1 1 上

1 1 去

2 1 1 入

2 1 1
入
軽

11 7 4 t計

こ
の
整
理
に
よ
っ
て
は
、
平
声
で
多
く
見
ら
れ
る
上
接
字
・
下
接
字
が
去
声
で
あ
る
も
の
が
、
平
声
軽
で
は
僅
か
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

平
声
軽
に
去
声
字
が
上
接
・
下
接
す
る
と
曲
調
ア
ク
セ
ン
ト
が
連
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
去
声
字
が
下
接
す
る
と
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
る
の
で
避
け
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
用
例
が
十
分
で
な
く
、
呉
音
平
声
軽
出
現
の
積
極
的
な
要
因



は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
な
お
、
平
声
・
平
声
軽
の
位
置
に
差
声
さ
れ
た
漢
字
で
、
呉
音
読
語
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。
用
例
が
多
数
で
あ
る
の
で
、
煩
を
避
け
る
た
め
用
例
番
号
の
み
を
示
す
。

平
声
　
＝
∽
ニ
ー
○
－
ニ
柏
こ
↓
N
O
N
－
N
N
N
麻
N
∽
N
の
N
↓
N
∞
い
？
試
い
か
麗
こ
缶
禁
こ
↑
禁
二
五
た
㌻
㌫
卑
「
芯
∽
○
崇
高
∽
駕
こ
苛
崇
〓
岩
熱

の
N
舎
監
宗
宗
q
二
㍍
票
こ
一
㌶
↓
誓
コ
ゴ
ニ
ー
浩
志
玩
甲
〓
㌫
∞
↓
緊
こ
忘
誓
竺
害
ふ
∞
票
－
含
g
N
－
3
－
0
∽
－
宗
－
S
u
O
－
ロ
ロ
か
u
u

r
忘
∴
〓
b
－
N
e
－
N
－
－
N
N
－
N
A
－
N
の
ー
N
∞
－
N
①
G
O
 
G
－
－
∽
－
－
∽
∽
－
U
の
ー
∽
↓
呂
の
－
合
－
舎
－
烏
－
お
ー
監

平
声
軽
－
舎
－
ロ
ー
ひ
い
G
A
－
∽
∽
－
∽
∞
－
霊
－
巴
－
詔
－
巴

六
、
ま
　
と
　
め

以
上
、
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
平
声
軽
、
入
声
軽
が
出
現
す
る
音
声
的
条
件
と
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
本
資
料
に
お
い

て
、
平
声
、
入
声
の
重
の
声
点
の
差
声
位
置
よ
り
高
い
位
置
に
差
さ
れ
た
声
点
の
中
に
は
、
軽
声
を
示
す
も
の
と
し
て
意
図
的
に
差
声
さ
れ

た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
重
の
声
点
の
差
声
位
置
よ
り
高
い
位
置
に
差
声
さ
れ
た
声
点
の
中
に
は
、
従
来
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
軽
声
出
現
の
条
件
に
は
ず
れ
る
も
の
も
比
較
的
多
く
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
軽
声
の
位
置
認

定
の
問
題
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
重
の
差
声
位
置
と
ほ
ん
の
僅
か
し
か
違
わ
な
い
位
置
に
差
声
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
軽

声
を
重
と
区
別
す
る
意
識
が
緩
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
声
位
置
も
重
と
軽
と
を
明
確
に
区
別
し
な
く
な
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
一
方
で
は
、
漠
字
音
の
国
語
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
従
来
整
理
さ
れ
た
軽
声
出
現
の
条
件
以
外
に
も
軽
声
が
出
現
す
る
条
件
が
生
じ
て
い

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
の
検
討
で
は
新
た
な
条
件
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、
光
明
真
言
士
沙
勧
信
記
の
声
点
、
ひ
い
て
は
字
音
の
研
究
の
一
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
本
資
料
に
見
ら
れ
る
用

例
の
整
理
の
み
に
終
わ
っ
た
が
、
本
資
料
に
示
さ
れ
た
字
音
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
は
、
同
時
期
に
高
山
寺
で
加
点
さ
れ
た
訓
点
資
料
や

字
音
読
資
料
と
の
比
較
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
本
資
料
の
字
音
の
怪
格
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
、
明
恵
お
よ
び

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
声
点
に
つ
い
て
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七
六

そ
の
周
辺
の
人
々
に
と
っ
て
片
仮
名
文
に
字
音
の
加
点
を
す
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
手
掛
り
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
更
に
、
本
資
料
の
字
音
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
初
期
、
高
山
寺
言
語
圏
に
お
い
て
作
成
さ
れ

た
各
種
の
片
仮
名
文
の
中
に
お
け
る
本
資
料
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
資
料
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
三
保
忠
夫
氏
が
油
印
刊
行
さ
れ
た
翻
字
本
文
に
多
大
な
恩
恵
を
蒙
っ
た
。
ま
た
、
原
資
料
の
調
査

に
つ
い
て
は
、
金
子
彰
氏
が
二
度
に
亘
っ
て
調
査
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
い
て
、
昭
和
五
九
年
の
春
と
夏
の
二
度
に
亘
っ
て
調
査
を
行
な
っ
た
。

そ
の
際
に
は
大
東
急
記
念
文
庫
の
文
庫
員
の
方
々
に
多
く
の
便
宜
を
計
っ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
わ
す
次
第
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
「
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
」
　
（
仮
名
行
状
）
　
明
恵
上
人
資
料
第
一
（
高
山
寺
資
料
草
書
第
一
冊
）
　
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
一
年
三
月

（
2
）
　
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
」
　
第
一
部
　
第
四
章
　
第
二
節
　
第
二
項
　
呉
音
に
於
る
軽
声
に
就
て
　
第
二
部
　
第

四
章
　
漢
音
に
於
る
声
調
の
諸
問
題
　
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
五
七
年
三
月

［
付
記
］
　
本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
で
発
表
し
た
も
の
に
、
補
筆
し
て
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
集
会
に
お
い
て
は
、
小
林
芳
規
先
生
・
沼
本
克
明
氏
よ
り
有
益
な
御
示
唆
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
学
恩
に
謝
意
を
表
わ
す
次
第
で
あ
る
。




